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研究要旨： 

背景 

1) 薬剤アレルギーは、最もありふれた疾患であるが、原因で専門施設でもその対応が難しい。 

2) 薬剤アレルギーに関する GLや有効なマニュアルは存在しない。 

目的 

1) 薬剤アレルギーに関する国内外の正確かつ詳細な資料を収集する。 

2) 日本人の薬剤アレルギー症例のモデルケースを収集する（国立病院機構相模原病院自験例）。 

3) 1,2を基に、薬剤アレルギー患者の臨床現場で有益な診療マニュアルを作成し、公表する。 

研究方法：各疾患に対する資料収集と症例収集/解析に加え、１～４を行う。 

1) NSAIDs不耐症、アスピリン喘息（AERD）に関する国際診療の手引きの完成と公表。 

2) NSAIDs不耐症、AERD に関する診療の手引きの完成と公表。 

3) AERD に有効な治療法の国内外の研究成績をメタ解析し公表する。 

4) 薬剤アレルギー/過敏に関する診療の手引き（Q&A）の作成。 

研究結果  

1) AERD に関する国際診療の手引きを完成し公表した（Kowalski, Taniguchi et al. Allergy 2019） 

2) AERD に関する文献や資料を 300以上収集し、国内版の実践的かつ詳細な診療手引きを作成中。 

3) Omalizumabの AERD に対する効果を RCTで証明した（Hayashi et al. AJRCCM 2020）。

非常に効果的であることが判明したことから、メタ解析を開始した（国際タスクメンバー）。 

4) 薬剤アレルギーに関する文献を国内外から収集した。過去に経験された薬剤アレルギー患者の

実態調査をカルテベースで開始した。 

結論 

アスピリン喘息（AERD）の初めての国際診療の手引きが完成し、公表した(Allergy 2019)。 

今後は、詳細な診療手引き（国内版）を完成予定である。 

薬剤アレルギーに関しても同様に症例データを集積開始し、手引き作成に向けて準備を開始した。 
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Ａ．研究目的 

背景 

1) 薬剤アレルギーは国民の 10%以上を占め

る最もありふれた疾患であるが、その原因

は多岐にわたり、臨床像もさまざまである。

その対応において専門施設でも難渋して

いる。 

2) 薬剤アレルギーに関するGLや有効なマニ

ュアルは存在しない 

目的 

■NSAIDs不耐症、アスピリン喘息（AERD）

に関する診療手引きを作成する。 

■薬剤アレルギーに関する国内外の正確かつ

詳細な資料を収集する。 

■薬剤アレルギー症例のモデルケースを収集

する（国立病院機構相模原病院自験例）。 

■薬剤アレルギー患者の臨床現場で有益な診

療マニュアルを作成し、公表する。 

 

Ｂ．研究方法 

1) NSAIDs不耐症、アスピリン喘息（AERD）

に関する国際診療の手引きの完成と公表 

2) NSAIDs不耐症、アスピリン喘息に関する

診療の手引きの完成と公表 

3) アスピリン喘息（AERD）に有効な治療法

の国内外の研究成績をメタ解析し公表す

る 

4) NSAIDs 不耐症以外の薬剤アレルギー/過

敏に関する診療の手引き（Q&A）の完成 

 

（倫理面への配慮） 

該当する研究に関しては、国立病院機構相模原

病院倫理委員会の承認のもとで研究を行った。 

 

 

Ｃ．研究結果  

1) アスピリン喘息（AERD）に関する国際診

療の手引きを完成し公表した（Kowalski, 

Taniguchi et al. Allergy 2019）。 

2) アスピリン喘息に関する国内外の文献や

資料を 300 文献以上収集し、国内版のよ

り詳細な診療手引きを作成中。 

3) Omalizumab（抗 IgE抗体、ゾレア®）の

AERD に対する効果を RCT で証明した

（Hayashi et al. AJRCCM 2020）←研

究費の主な原資は AMED谷口班。これを

基に Omalizumab のエビデンスを明確に

するためにメタ解析を開始した（国際タス

クメンバー）。 

4) NSAIDs不耐症、AERD、および薬剤アレ

ルギーに関する資料や文献を国内外から

収集した。さらに国立病院機構相模原病院

にて過去に経験された薬剤アレルギー患

者の実態調査をカルテベースで開始した。 

 

Ｄ．考察 

アスピリン喘息（AERD）の初めての国際診療

の手引きが完成し、公表することができた。今

後は、詳細な診療手引き（国内版）を完成予定

である。また薬剤アレルギーに関しても同様に

過去の症例データも踏まえた、診療の手引き作

成を開始した。ともに、世界中の文献検索と多

くの臨床経験に基づいた初めての診療の手引

きとなるため、臨床現場への貢献度は大きい。 

 

Ｅ．結論 

アスピリン喘息（AERD）の初めての国際診療

の手引きが完成し、公表した。 

今後は、詳細な診療手引き（国内版）を完成予

定である。また薬剤アレルギーに関しても同様
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に過去の症例データも踏まえた、手引き作成を

開始した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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２．学会発表 

なし 

 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

１．特許取得  

なし 

 

２．実用新案登録 

なし 

 

３．その他 

特になし 


